
防衛省における転勤と採用について

★防衛省では、令和４年度から、職員やその家族の負担となっている転勤や単身赴任を削減していきます！

Ｑ．採用後、どのような人事管理になるのですか？また、人事異動のサイクルはどの位ですか？
Ａ．防衛省では、これまで全国転勤を前提とした人事管理を行ってきましたが、２０２２（令和４）年度から、中央と各地方（北海道、
東北、関東甲信越、東海北陸、近畿、中国・四国、九州、沖縄）ブロックを単位とした人事管理を行うことで、職員やその家族の負担
となっている転勤や単身赴任を削減していきます。
採用後、中央と各地方ブロックを単位とした人事管理となり、概ね２～３年のサイクルで人事異動がありますが、転勤する場合でも、
ブロック内が基本となります。
※ただし、適性や希望等に応じ中央機関や他のブロックに人事異動することもあります。
なお、専門職域で経験を積むことが必要とされる研究職などについては、上記より長いサイクルで人事異動することもあります。

☞【次頁：要チェック】上記ブロックのイメージを記載しています。

採用について

NEW！ 転勤について

★防衛省では、大きく分けて３つの採用枠があり、皆さんの就職プランに応じた採用を目指します！
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本省で政策立案に従事したい 本省内部

部局採用

本省所在

機関採用

１、２年目は、本省所在６機関（※）での
配属となり、各機関における施策の企画・
立案等に従事します。
また、３年目からは本省内部部局での勤務
となります。

機関採用

各機関での採用となり、総務、人事、会計
・予算、厚生等の一般的な業務や、装備品
等の調達、防衛施設建設、基地等の維持・
管理などの業務に従事します。
※勤務地は市ヶ谷地区のほか、全国に所在
する地方防衛局や地方協力本部等になりま
す。

政策の立案部署とそれを踏まえた施
策の立案部署の両方で勤務したい

幅広いキャリアパスの中で自分に
合ったものを見つけていきたい

いろんな機関に所属する職員と交流
しながら自分の能力を高めたい

現場を中心に業務の実施に取り組み
たい

機関で専門的な知識・技能を磨きた
い

本省内部

部局採用
本省内部部局での採用となり、
主に防衛政策の企画・立案等に従事します。

※本省所在６機関：統合幕僚監部、陸上幕僚監部、海上幕僚監部、航空幕僚監部、情報本部及び防衛装備庁
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地区ブロック（イメージ）

①北海道ブロック

②東北ブロック

③関東甲信越ブロック

④東海北陸ブロック

⑤近畿ブロック

⑥中国・四国ブロック

⑦九州ブロック
⑧沖縄ブロック

注：図はイメージであり、各機関によって、ブロックの範囲が異なることがあります。


